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結
実
管
理
対
策

　
隔
年
結
果
是
正
の
た
め
に
は
な
る
べ
く
早
く
強
い
摘
果
が
必

要
で
す
。
着
果
量
の
多
い
樹
の
早
期
摘
果
方
法
と
し
て
、
樹
冠

上
部
摘
果
や
枝
別
全
摘
果
等
が
あ
り
ま
す
。
着
果
量
の
少
な
い

樹
は
９
月
の
後
期
摘
果
を
主
体
と
し
、
７
月
は
被
さ
り
枝
の
除

去
を
中
心
に
管
理
し
ま
す
。

・
樹
冠
上
部
摘
果
：
樹
上
部
１
／
３
程
度
の
果
実
を
全
て
摘
果

し
、
発
育
枝
の
少
な
い
ベ
タ
花
樹
で
は
１
／
２
を
目
安
と
し

ま
す
。

・
枝
別
全
摘
果
：
目
通
り
部
で
太
さ
３
～
５
㎝
程
度
の
発
育
枝

の
発
生
し
て
い
る
枝
を
全
摘
果
し
、
着
果
さ
せ
な
い
枝
を
作

り
ま
す
。

・
９
月
に
仕
上
げ
摘
果
を
行
い
ま
す
。

品
質
向
上
対
策

フ
ィ
ガ
ロ
ン
乳
剤
散
布

　
根
の
活
動
を
抑
制
し
水
分
ス
ト
レ
ス
を
与
え
ま
す
。
果
実
の

横
径
が
平
均
３
ｃｍ
以
上
で
二
次
落
果
が
終
了
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
か
ら
行
い
ま
す
。
樹
に
大
き
な
負
担
が
掛
か
る
の
で

樹
勢
の
低
下
し
て
い
る
樹
に
は
散
布
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
１
回
目
：
満
開
後
70
日
（
早
生
60
日
）　
２
０
０
０
倍

・
２
回
目
：
満
開
後
90
日
（
早
生
80
日
）　
３
０
０
０
倍

マ
ル
チ
被
覆

　
マ
ル
チ
を
被
覆
す
る
こ
と
で
、
水
分
の
遮
断
に
よ
る
糖
度
上

昇
や
反
射
光
に
よ
る
着
色
促
進
な
ど
が
見
込
め
ま
す
。
園
地
の

状
態
に
合
わ
せ
て
被
覆
時
期
や
被
覆
方
法
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

過
度
な
乾
燥
は
樹
に
と
っ
て
悪
影
響
と
な
る
の
で
、
状
況
に
応

じ
て
か
ん
水
も
必
要
で
す
。

・
被
覆
時
期
：
早
生
温
州
が
7
月
中
下
旬

青
島
温
州
が
8
月
上
旬
～
9
月
上
旬

病
害
虫
防
除

　
黒
点
病
の
防
除
は
累
積
降
雨
量
２
５
０
ｍｍ
を
基
準
に
再
防
除

を
行
い
、
ま
と
ま
っ
た
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
ア
ビ
オ
ン
Ｅ

と
い
っ
た
固
着
剤
も
活
用
し
て
予
防
に
努
め
ま
す
。

《
黒
点
病
》

・
ペ
ン
コ
ゼ
ブ
水
和
剤
５
０
０
倍
（
30
日

－

４
回
）

《
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
、
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
》

・
コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル　
　
４
０
０
０
倍
（
前
日

－

２
日
）

・
固
着
剤　
ア
ビ
オ
ン
Ｅ　
１
０
０
０
倍

摘
果果

樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
信
方

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
信
方
浩
志
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